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たかはし　まさいち

高 橋  政 一
（市民クラブ）

さとう　しゅうこう

佐 藤  修 孝
（政凛会）

● 間伐材の薪利用と鋳物ストーブの開発普及を！

● 病院の救急車の受け入れ対応と中学生に救急講習を

● 市民に分かりやすい財政表示のあり方は

● 小中学校教職員の安全衛生規程の実行化を求める

● 希望と誇りが持てる光り輝くまちを目指して！

　　 ー 借金に負けるな・これからだ ー

なかにし　ひでとし

中 西  秀 俊
（創政会）

ちば　まさふみ

千 葉  正 文
（市民クラブ）

● 地域の水田農業を守るためには

● アメリカシロヒトリから緑を守ろう

質
問
　
商
店
街
が
さ
び
れ
る
と
市
全

体
の
魅
力
の
激
減
に
も
つ
な
が
る
。

人
が
来
な
い
所
の
ま
ち
は
文
化
も
磨

か
れ
な
い
。
都
市
間
競
争
力
に
も
お

く
れ
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
崩

壊
し
て
い
く
。
暮
ら
し
て
い
る
誇
り

も
失
せ
る
。
心
の
荒
廃
は
街
の
荒
廃

へ
と
つ
な
が
る
。
高
齢
化
時
代
に
社

会
と
の
つ
な
が
り
の
拠
点
は
街
な
か

と
考
え
る
。
市
民
を
衰
え
さ
せ
な
い

た
め
に
商
店
街
が
元
気
で
い
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者
に
絞
っ
た

ま
ち
づ
く
り
も
必
要
で
は
な
い
か
。

買
い
物
難
民
を
で
き
る
だ
け
解
消
す

る
手
立
て
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
市
街
地
に
諸
機
能
を
集
中
さ
せ
た

コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
の
充
実
が
望
ま

れ
る
。
各
区
で
個
性
を
出
し
て
前
向

き
に
対
応
で
き
た
ら
す
ば
ら
し
い
。

市
長
　
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
を

迎
え
て
い
る
な
か
で
、
都
市
機
能
の

無
秩
序
な
拡
散
に
歯
止
め
を
か
け
、

多
様
な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

集
積
し
た
、
子
供
や
高
齢
者
を
含
め

た
多
く
の
人
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す

く
、
賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
。

　
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で

は
、ま
ち
の
顔
と
も
言
う
べ
き「
ま
ち

な
か
交
流
館
」
を
中
心
市
街
地
の
集

客
拠
点
と
位
置
づ
け
交
流
人
口
の
増

加
を
図
る
と
共
に
歴
史
・
文
化
資
源

を
活
用
し
た
市
街
地
の
回
遊
性
向
上

に
よ
る
賑
わ
い
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

メ
イ
プ
ル
と
新
設
さ
れ
た
道
路
と
の

間
の
広
場
は
短
期
的
に
お
借
り
で
き

る
の
で
、
イ
ベ
ン
ト
や
駐
車
な
ど
に

計
画
的
に
使
用
も
可
能
で
あ
る
。
大

町
地
区
は
、
国
の
認
定
を
受
け
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
歩
道
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
、
空
き
店
舗
活
用
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
や
る
気
の
あ

る
商
店
街
や
商
工
団
体
が
取
り
組
む

新
た
な
付
加
価
値
を
提
供
す
る
こ
れ

ら
の
活
動
を
支
援
し
、
郊
外
型
大
型

店
と
は
一
線
を
画
し
（
機
能
・
役
割

分
担
）
各
地
区
の
特
性
を
活
か
し
た

賑
わ
い
づ
く
り
を
進
め
る
。

質
問
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
は
、
地
域

の
水
田
農
業
の
経
営
体
を
大
規
模
に

し
、
強
く
し
、
ま
た
そ
の
経
営
体
の

後
継
者
を
育
て
て
、
将
来
に
わ
た
り

地
域
農
業
を
継
続
さ
せ
よ
う
と
す
る

政
策
で
あ
る
。
奥
州
市
に
お
け
る
後

継
者
、
農
地
集
積
の
状
況
等
農
業
経

営
体
の
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
。

市
長
　
当
市
の
認
定
農
業
者
数
は
１

０
０
７
人
、
販
売
農
家
９
４
４
８
経

営
体
中
、
10
ha
以
上
は
80
経
営
体
、

平
成
22
年
度
末
の
農
地
の
集
積
面
積

は
２
０
９
５
ha
で
あ
る
。

質
問
　
市
と
し
て
こ
の
プ
ラ
ン
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
か
。

市
長
　
地
域
農
業
、
地
域
を
守
る
た

め
の
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
集
落
の

現
状
や
考
え
な
ど
を
把
握
し
た
う
え

で
、
地
域
の
話
し
合
い
で
の
合
意
を

得
て
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
。

準
備
が
で
き
た
所
か
ら
モ
デ
ル
事
例

を
先
行
し
、
農
地
集
積
へ
の
協
力
金

や
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
金
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
集
落
を
増
や
し
、

地
域
の
水
田
農
業
を
継
続
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。

質
問
　
昨
年
は
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
の
被
害
が
非
常
に
大
き
か
っ
た

が
、
被
害
状
況
と
防
除
方
法
は
ど
の

よ
う
で
あ
っ
た
か
。

市
長
　
民
有
地
、
市
有
地
を
問
わ
ず

発
生
が
多
か
っ
た
。
市
有
地
の
薬
剤

散
布
等
の
経
費
を
み
る
と
、
最
近
の

３
年
間
は
90
万
円
程
度
で
あ
っ
た
。

質
問
　
地
区
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、

地
域
巡
回
に
よ
る
早
期
発
見
・
防
除

の
シ
ス
テ
ム
を
協
働
の
力
で
構
築
す

べ
き
と
考
え
る
が
。

市
長
　
高
枝
切
り
鋏
、
小
噴
霧
器
等

を
準
備
し
、
巡
廻
員
を
委
嘱
す
る
な

ど
し
て
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防

除
に
取
り
組
む
こ
と
も
検
討
し
た
い
。

県内初の紫波町財政白書（しわの財政白書をつくる会編）

切り捨てされる間伐材アメリカシロヒトリのサイクル図

質
問
　
い
わ
て
環
境
の
森
整
備

事
業
や
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ

ン
事
業
で
発
生
す
る
間
伐
材
を
、

市
独
自
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

し
て
薪
と
し
て
利
用
し
て
は
。

文
化
生
活
を
後
退
す
る
事
に
な

る
が
、
新
し
い
価
値
観
の
創
造

で
幸
福
度
が
上
が
る
の
で
は
。

又
、
鋳
物
ス
ト
ー
ブ
の
開
発
を

し
て
、
こ
の
間
伐
材
利
用
の
薪

を
燃
料
に
す
る
連
携
を
試
み
て

は
。

市
長
　
大
き
く
同
意
す
る
。
地
域
に

あ
る
資
源
を
利
用
し
て
暖
を
取
れ
る

事
は
望
ま
し
い
姿
で
あ
る
。
又
、
薪

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
事
で
低
炭
素

社
会
に
も
継
が
る
事
に
な
る
。
鋳
物

ス
ト
ー
ブ
の
開
発
普
及
に
つ
い
て
は
、

や
る
か
ら
に
は
世
界
に
通
用
す
る
よ

う
な
商
品
を
造
る
必
要
が
あ
る
。
既

に
あ
る
産
学
官
連
携
の
中
で
、
モ
デ

ル
事
業
化
を
立
ち
上
げ
る
方
向
で
検

討
し
た
い
。

質
問
　
消
防
職
員
の
提
言
の
中
で
、

救
急
車
が
現
場
に
到
着
し
て
か
ら
搬

送
先
の
病
院
が
決
定
す
る
ま
で
時
間

を
要
す
る
実
態
が
あ
る
が
病
院
間
の

協
議
が
必
要
で
は
な
い
か
。
又
、
病

院
側
か
ら
受
け
入
れ
可
能
の
発
信
が

で
き
な
い
か
。
又
、
心
肺
蘇
生
に
陥

っ
て
い
る
場
合
、
現
場
に
到
着
す
る

ま
で
の
間
救
急
処
置
の
で
き
る
人
が

必
要
と
な
る
。
中
学
生
の
段
階
か
ら

救
命
講
習
を
必
修
科
目
に
す
べ
き
で

は
。

市
長
　
市
内
の
救
急
搬
送
病
院
は
、

県
立
胆
沢
・
江
刺
病
院
、
水
沢
病
院
、

奥
州
病
院
、
ま
ご
こ
ろ
病
院
、
石
川

病
院
で
す
が
、
診
療
科
目
が
細
分
化

し
専
門
医
が
不
在
の
所
は
対
応
不
可

と
な
る
。

病
院
事
業
管
理
者
　
夜
間
や
休
日
は

１
人
体
制
で
、
で
き
得
る
最
大
限
の

対
応
を
し
て
い
る
。
病
院
側
か
ら
の

受
け
入
れ
発
信
は
最
良
の
方
法
で
は

な
い
。

教
育
委
員
長
　
中
学
生
の
救
命
講
習

に
つ
い
て
は
24
年
度
に
充
実
を
図
る
。

質
問
　
市
広
報
に
予
算
・
決
算
等
の

財
政
状
況
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
わ

か
り
や
す
い
表
示
の
在
り
方
を
工
夫

す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

歳
入
、
歳
出
だ
け
で
な
く
、
財
政
状

況
を
表
す
一
覧
表
や
分
析
表
、
各
種

指
標
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
で
可
能

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
財

政
白
書
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

市
長
　
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、

財
政
運
営
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
重
要

に
な
っ
て
い
る
。
市
の
財
政
状
況
が

極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
市
民

の
協
力
を
得
な
が
ら
財
政
の
健
全
化

を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
財
政
情
報
は
分
量
が
多
く

用
語
や
指
標
も
難
解
で
あ
る
た

め
広
報
誌
の
限
ら
れ
た
紙
面
で

は
限
度
が
あ
る
。
夕
張
市
の
財

政
破
綻
を
機
に
財
政
白
書
を
つ

く
る
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

る
。
理
解
が
得
ら
れ
や
す
い
公

表
の
仕
方
や
奥
州
市
版
の
財
政

白
書
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

質
問
　
昨
年
６
月
に
奥
州
市
小

中
学
校
安
全
衛
生
管
理
規
定
が

制
定
さ
れ
た
。
安
全
衛
生
委
員

会
や
各
学
校
に
設
置
さ
れ
る
安

全
衛
生
推
進
委
員
会
が
機
能
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
実
行
化
と

恒
常
的
な
超
過
勤
務
の
解
消
の
方
途

は
。

教
育
委
員
長
　
２
月
末
に
安
全
衛
生

委
員
会
を
開
催
し
、
24
年
度
の
取
り

組
み
に
係
る
基
本
的
内
容
に
つ
い
て

協
議
を
し
た
。
24
年
度
第
１
回
委
員

会
で
協
議
し
、
教
育
委
員
会
、
学
校

に
お
け
る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

な
げ
て
い
く
。
学
校
に
は
校
長
会
議

で
更
に
周
知
を
徹
底
す
る
。
多
忙
化

解
消
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
対
す
る

調
査
依
頼
の
精
選
や
各
種
招
集
事
業

の
参
加
体
制
の
吟
味
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

賑わいが求められる市街地


